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 （５） 「子どもの哲学 （philosophy for children）」
　これからの日本の教育に有為な効果が期待できる教
育活動。アメリカで考案され，10年ほど前からハワ
イで推進されているが，対話を用いた集団づくりを基
本理念としている。詳細は，別項を参照。
※ 「教育現場における p4c活用の可能性を探る」
３． 新たな取組に対する評価
 （１） 宮城教育大学の可能性
　教育復興支援センターは設立から５年目を迎えるが
東日本大震災からの復旧・復興も５年を節目として，
今後は東京オリンピックをはじめとする新たな事業へ
シフトすることは必至である。早くから懸念されてき
た風化は確実に進み，人々の記憶も薄らいでいくであ
ろう。
　しかし，被災後 20年を経た阪神淡路大震災の被災
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地では，未だに心の傷が癒えずに苦しんでいる人たち
が居るように，復興には長い年月と弛まぬ努力が必要
である。 被災地における唯一の教育大学である宮城
教育大学が果たすべき役割は非常に大きく，その責任
も重いものがある。
　現在，再び注目を集め始めているＥＳＤ（持続可能
な社会づくりの担い手を育む教育）だが，防災そして
復興を推進するとき，そのねらいに最も合致した教育
である。宮城教育大学は，全国に先駆けてＥＳＤに取
り組み始めた経緯もあり，多くの財産を有している。
防災教育やキャリア教育などこれからの教育の根幹と
してＥＳＤを打ち出し，研究成果や実践の成果を広く
社会に還元していくことが必要である。
　今後，本学に期待されることは，被災地支援のボラ
ンティア活動で共に取り組んだ全国の教育系大学との
連携をさらに強化し，防災や復興，さらには非常時の
対応など，東日本大震災で学んだことや気づいたこと
を伝えていくことである。さらに，被災地東北の大学
連携を強め，東北が一つになって復興から未来につな
がる教育の創造を成し遂げることが重要であり，こう
したネットワークのまとめ役としても本学の役割は重
要である。各大学の強みを生かした取組を協働で行う
ことにより，単独の大学では成し得ない質の高い充実
した活動が実現でき，東北の底力を全国に示すことが
できる。宮城教育大学の可能性は，非常に大きいもの
がある。
（２） 市民協働による復興を支えるもの
　復興を目指していくときに，最も重要なことは担い
手となる人材の育成，人づくりである。
　震災直後から，全国から多くの人々が被災地に入り
精力的な支援活動を展開していることに感謝の言葉も
見つからないほどである。こうした人々の力がなけれ
ば，復旧・復興が進まず，悲惨な状況に陥ったであろ
うことは想像に難くない。
　しかし，支援者が被災地から徐々に去っていく現状
を見たとき，今後は，地元で復興を担う人材を育成す
ることが重要と考える。
　人材育成には，二つのことが求められる。一つは，
すぐにも行動できる大人を対象とした取組であり，二
つは未来を支える子どもたちの育成につながる取組で
ある。
　本稿で紹介してきたように，教育大学として，市民
に広く学びの場を提供してきたことが，高く評価され
てきた理由は，ここにあると考えている。宮城教育大
学を，人づくりの専門機関として強く打ちだしていく
ことが必要である。
　二つには，未来を担う子どもたちをより良く育てる
ことである。これこそ，教員養成大学の真骨頂である。
時代の変化を受け止め，自ら改革を進めていく創造的
な教師を養成することで，国の礎となる教育のさらな
る充実，発展を実現できる。
　そして，教員養成で忘れてならないことは，時代の
要請に応えることである。地域と一体となった防災，
社会総ぐるみの教育が求められ，市民協働の機運がま
すます高まっている中で，推進の最も大きな障害にな
るのが学校や教員の理解不足にあると言われている。
　こうした状況を打破するには，学生の時代から社会
と一体となった教育推進の意義と必要性を明確に認識
させていくことが必要である。教師として学校現場に
赴任したとき，当然のこととして地域と協働した教育
を目指せるようになれば，教育界に大きな変革をもた
らすことができる。
　東日本大震災からの真の復興を成し遂げるためには，
未来を創造する人づくりに携わろうとする情熱あふれ
る教師，市民協働の意義を理解している教師の養成が
不可欠である。
　宮城教育大学は，これまで培ってきた伝統と実績を
生かしながらも，時代が求める教育を強く認識し，新
たなミッションンに向かって大胆な改革を断行するこ
とが必要であり，そのことに対して，社会からも大き
な期待を寄せられている。たゆまずに前進していき
たい。
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